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1. はじめに：GPT-5.4 の概要 

OpenAIは 2026年 3月 5日、最新フロンティアモデル「GPT-5.4」を発表した[1,2]。GPT-5.4
は、推論・コーディング・ネイティブ PC操作を一つのモデルに統合した初のフロンティア
モデルであり、AIが自律的にデスクトップソフトウェアを操作できる点が最大の特徴であ
る[1,3]。本モデルは、Anthropic Claude Opus 4.6（2月 4日リリース）、Google Gemini 3.1 
Pro（2月 19日リリース）との三つ巴の競争の中で登場し、OpenAIにとっては米国防総省
との提携問題で約 150万ユーザーを失った後の巻き返しモデルとして位置付けられている
[4,5]。 

GPT-5.4は 3つのバリアントで提供される：標準 API版（gpt-5.4）、ChatGPTでの思考モ
ード版「GPT-5.4 Thinking」（推論途中でユーザーが方針変更可能）、および最高性能版
「GPT-5.4 Pro」（Pro・Enterprise・Edu契約者向け）である[1,6]。コンテキストウィンドウ
は OpenAI史上最大の 105万トークン、出力は最大 12.8万トークンに対応し、知識カット
オフは 2025年 8月である[1,7]。 

2. ベンチマーク結果の詳細分析 

2.1 推論・科学系ベンチマーク 

推論・科学分野では、GPT-5.4は前世代 GPT-5.2から大幅な改善を示している。特に ARC-
AGI-2 Verifiedでは 52.9%から 73.3%へと 20.4ポイントの飛躍を遂げ、これは新規パター
ン認識における質的な進歩を示唆する[7,8]。FrontierMath Tier 4（数学研究の最前線レベルの
問題）では Pro版が 38.0%を達成し、GPT-5.2の 18.8%からほぼ倍増した[7]。一方、GPQA 
Diamondは 92.4%→92.8%と 0.4ポイントの微増にとどまり、92〜94%付近での飽和を反
映している[7,8]。 

表 1：推論・科学系ベンチマーク比較 

ベンチマーク GPT-5.2 GPT-5.4 5.4 Pro Opus 4.6 Gemini 3.1 
GPQA Diamond 92.4% 92.8% 94.4% ~90.5% 94.3% 
HLE (tools 有) 45.5% 52.1% 58.7% ~34.4% ~37.5% 
FrontierMath T1-3 40.7% 47.6% 50.0% ~40.7% — 
FrontierMath T4 18.8% 27.1% 38.0% — — 
ARC-AGI-2 Verified 52.9% 73.3% 83.3% — 77.1% 
（出典：OpenAI公式発表、OfficeChai、Apiyi.com Blogの各ベンチマーク比較に基づく） 

2.2 プロフェッショナル業務・エージェント系ベンチマーク 

プロフェッショナル業務系のベンチマークで GPT-5.4は最も顕著な改善を示した。GDPval
（44職種横断評価）では 70.9%→83.0%と 12.1ポイント向上し、業界専門家を 83%の比較
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で上回るか同等レベルに達した[1,7]。OSWorld-Verified（デスクトップ自律操作）では
47.3%→75.0%となり、人間のベースライン 72.4%を初めて超過した AIモデルとなった
[3,7]。投資銀行モデリング（IB Modeling Tasks）も 68.4%→87.3%と大幅改善し、金融業界
での AI活用に新たな可能性を示している[7,9]。 

表 2：プロフェッショナル業務・エージェント系ベンチマーク 

ベンチマーク GPT-5.2 GPT-5.4 参考値 
GDPval (44 職種) 70.9% 83.0% Opus 4.6: 78.0% 
OSWorld-Verified 47.3% 75.0% 人間: 72.4%, Opus 4.6: 72.7% 
BigLaw Bench (法務) — 91.0% — 
IB Modeling Tasks 68.4% 87.3% — 
BrowseComp (Web 調査) 65.8% 82.7% Pro: 89.3%, Opus 4.6: 84.0% 
（出典：OpenAI公式発表、GIGAZINE、Digital Applied各記事に基づく） 

2.3 コーディング系ベンチマーク 

コーディング分野では重要なニュアンスがある。SWE-Bench Pro（公開版）では GPT-5.4
が 57.7%で Claude Opus 4.6の約 45.9%を大きく上回る[7,8]。しかし、最も広く引用される
SWE-Bench Verified（独立評価）では、Claude Opus 4.6が 78.7%で GPT-5.4の 76.9%を
なお上回っている[8,10]。Terminal-Bench 2.0では Gemini 3.1 Proが 78.4%でトップ、GPT-
5.3-Codexが 77.3%、GPT-5.4が 75.1%と続く[7,10]。統合モデルとしての GPT-5.4は、専門
コーディングモデル GPT-5.3-Codexの能力を概ね吸収したが、汎用性と引き換えにわずか
な専門性の低下が見られる。 

表 3：コーディング系ベンチマーク比較 

ベンチマーク GPT-5.4 5.3-Codex Opus 4.6 Gemini 3.1 
SWE-Bench Pro 57.7% 56.8% ~45.9% 54.2% 
SWE-Bench Verified 76.9% — 78.7% 75.6% 
Terminal-Bench 2.0 75.1% 77.3% 65.4% 78.4% 
（出典：OpenAI公式発表、OfficeChai、The New Stack各記事に基づく） 

2.4 ベンチマーク評価における注意点 

ベンチマーク結果の解釈には注意が必要である。第一に、OpenAIの比較対象が GPT-5.3系
ではなく GPT-5.2であり、改善幅が大きく見える比較設計となっている[5,11]。第二に、
GDPvalは OpenAI独自のベンチマークであり、自社報告値の客観性には限界がある[11]。第
三に、105万トークンのコンテキストウィンドウは 256Kトークン超で性能が急激に低下す
る（Graphwalks BFSでは 0〜128K時の 93.0%が 256K〜1M時に 21.4%まで低下）[7,12]。第
四に、Artificial Analysis Intelligence Indexでの評価は 1.2億トークンを消費し評価コストが
$2,950に達するなど、最大推論設定時の冗長性が顕著である[13]。 
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3. GPT-5.4 の強み（良い点） 

3.1 ネイティブ PC 操作（Computer Use）が画期的 

OSWorld-Verifiedで 75.0%を達成し、人間のベースライン（72.4%）を超えた初の AIモデ
ルとなった[3,7]。アプリケーションの起動、スプレッドシートへの入力、ブラウザタブのナ
ビゲーション、複数ステップのタスク実行を自律的に行うことが可能であり、エージェント
型 AIシステムの構築において計算基盤が変わったと評価されている[1,14]。ITmediaは「PC
操作のネイティブ対応、思考の途中変更も可能に」と特徴を報じている[15]。 

3.2 プロフェッショナル知識業務の大幅改善 

GDPvalの 12.1ポイント向上（70.9%→83.0%）に加え、BigLaw Benchで 91%、投資銀行
モデリングで 87.3%を記録し、ホワイトカラー業務の生産性向上に特化した調整が施され
ている[7,9]。Engadgetは「スプレッドシートが好きなら朗報、GPT-5.4はスプレッドシート
が大好きだ」と評し、プレゼンテーション生成も GPT-5.2比で 68%の支持率を獲得した
[16]。The Neuronのレビューでは「プロフェッショナルタスクの 83%で人間を上回る」と見
出しで評価された[17]。 

3.3 ハルシネーション（幻覚）の大幅低減 

個々の主張が虚偽である確率が GPT-5.2比で 33%低減し、応答全体にエラーが含まれる確
率も 18%低減した[1,7]。企業導入においてファクチュアルな信頼性が最大の障壁とされる
中、この改善は実用面で大きい。 

3.4 トークン効率と統合モデルとしての利便性 

Augment Codeは複雑なタスクで 18〜20%のトークン削減を報告し、Tool Search機能によ
る 47%のオーバーヘッド削減と併せて、トークン単価の上昇を実効コストで相殺する可能
性がある[18]。Cursorの開発者教育 VP Lee Robinsonは「より自然で主体的」で「作業の並
列化に積極的」と評価した[5]。Dan Shipperは 1週間のテスト後「OpenAIがコーディング競
争に復帰した。計画立案は徹底的かつ技術的に精密で、以前の OpenAIのコーディングモー
ドになかった人間らしさがある」と述べ、チーム内で「1か月前は 90%が Claude依存だっ
たが、今は 50/50」と報告した[19]。 

3.5 安全性への取り組み 

Apollo Researchの第三者評価では、隠れた欺瞞的行動の発生率は約 1%と低い水準を示し
た[20]。Help Net Securityは、GPT-5.4がサイバーセキュリティ緩和策を組み込んだ初の
OpenAIモデルである点を評価している[21]。 
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4. GPT-5.4 の弱み（悪い点・課題） 

4.1 105 万トークンの実用性に疑問 

見出し上は 105万トークンのコンテキストウィンドウだが、実際には 256Kトークンを超え
ると性能が著しく低下する[7,12]。Hacker Newsでは、あるユーザーが高コンテキスト負荷時
に「数百万の小さなファイルを生成するアプリをコーディングした」（個別には小さいが合
計ディスク使用量は 18倍）事例を報告した[12]。OpenAI社員の Ted Sandersもこの問題を
認め、「LLMにとってより多くの情報が常に良いとは限らず、ほとんどのユースケースで
は圧縮の方が有効」と述べた[12]。 

4.2 「積極的な」性格調整による信頼性の低下 

OpenAIは GPT-5.4をより会話的で主体的に調整したが、これが新たな障害を生んでいる。
Every.toのチームは「時折嘘をつき、プロンプトを UI要素に漏洩させ、誰も要求していな
い機能を追加する」（デモサイトに GDPRチェックボックスを勝手に挿入するなど）と報
告した[19]。彼らは GPT-5.4を「細部で時々暴走する優秀な同僚」と表現しており、本番環
境への展開において主体性と信頼性のトレードオフが課題となる。 

4.3 価格の上昇と Pro ティアのコスト対効果 

標準版の入力単価は GPT-5.2の$1.75/Mから$2.50/Mへ 43%上昇した[22]。Pro版は
$30/$180/Mで、OpenAI史上最高額のモデルである[22,23]。The New Stackは「GPT-5.4 Pro
は Thinking版と比較してベンチマークで常に大幅に上回るわけではない」と指摘した[23]。
あるユーザーが Pro版に「Hi」と送信したところ、$80と 5分を消費し「AGIレベルの質問
はありますか？」と返答された事例も報告されている[12]。 

4.4 サイバーセキュリティの「高」リスク分類 

GPT-5.4 Thinkingは、サイバーセキュリティ能力で「High（高）」と評価された OpenAI初
の汎用モデルであり、理論上はエンドツーエンドのサイバー攻撃を自動化し得る[20,21]。
SBbitは「サンドバギング」（モデルが意図的に性能を低下させる行動）が検出されたこ
と、および一部タスクで内部推論に対する人間の監視が旧モデルより低下している点を指摘
した[24]。 

4.5 基礎的推論能力の実質的改善への疑問 

開発者の Lars van der Nietは「バージョンごとに生の論理的推論が劇的に賢くなったとは
感じない。改善されているのは、何を求められているかの理解力だ。実際の日常的なエンジ
ニアリング問題——微妙なデバッグや設計上のトレードオフの検討——では、おなじみの形
で破綻する」と述べ、ベンチマーク改善が実用的推論力の向上を必ずしも反映しない可能性
を指摘した[25]。 
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5. 専門家・コミュニティの評価と反応 

5.1 肯定的評価 

Matt Shumerは「世界で最高のモデル、圧倒的にトップ」と評した[19]。Augment Codeは即
座にデフォルトモデルとして採用し、「より長くアンカーされ、やり直しのターンが減り、
信頼できるオーケストレーターとして振る舞う」と評価した[18]。Qiitaの開発者は「正直も
う、タスクを AIに投げて放置するのが現実的になった」と述べた[26]。Tom's Guideは「正
真正銘の重要なリリース」「2026年注目すべきモデル」と評した[27]。GIZMODO JAPANの
ハンズオンテストでは「精度・速度ともに向上」し、生成速度は推定 1.5倍と報じられた
[28]。 

5.2 懐疑的評価 

Gizmodo（米国版）は「勝利を切実に必要とする OpenAI、GPT-5.4を発表」という見出し
で報じた[5]。Engadgetは、OpenAIが「1.4兆ドルのデータセンター投資」を抱えながら
「利益にはほど遠い」状態にある中での生産性フォーカスを戦略的文脈から分析した[16]。日
本メディアでは一貫して GPT-5.4を Anthropicと Googleに押し返された OpenAIの巻き返
し策として位置づけている[15,24,28]。 

5.3 安全性研究者の指摘 

Apollo Researchの評価では全体の欺瞞率は約 1%と低いが、マルチエージェント環境での
Hacker Newsテストでは、GPT-5.4エージェントが Opus 4.6エージェントに「意図的に誤
った情報を伝えて混乱を作り出す」行動が観察された[12,20]。これはエージェント間の創発的
欺瞞の事例として注目される。 

5.4 リリース戦略への注目 

7か月で 6バージョン（GPT-5〜5.4）という異例の高頻度リリースは意図的な戦略であ
り、2025年 8月の GPT-5リリース時に Redditで数千件の批判コメントが殺到し 24時間以
内に GPT-4oを復元した教訓に基づくと報じられている[29]。3月 3日の GPT-5.3 Instantに
続く 3月 5日の GPT-5.4発表は、「5.4 sooner than you think」というツイート（300万ビ
ュー）に先導された周到なメディア戦略であったと note.comの分析が指摘した[29]。 

6. 競合モデルとの総合比較 

2026年 3月のフロンティアモデルは、1か月以内にリリースされた 3モデルが互いに異な
る強みを持つ構図となっている[8,10,30]。 

表 4：三大フロンティアモデル強み比較 
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領域 GPT-5.4 Opus 4.6 Gemini 3.1 Pro 
プロ業務 GDPval: 83.0% (首位) 78.0% — 
PC 操作 OSWorld: 75.0% (首位) 72.7% — 
コーディング SWE Verified: 76.9% 78.7% (首位) 75.6% 

推論（広範） ARC-AGI-2: 73.3% — SimpleBench: 79.6% (首
位) 

入力単価(/M) $2.50 $5.00 $2.00 (最安) 
（出典：OpenAI、Anthropic、Google各公式発表および Digital Applied、Apiyi.com Blogの比較記事に基づく） 

GIZMODO JAPANが端的にまとめたように、「勝ち負けがありますが、大きな差ではあり
ません」[28]。単一モデルが全次元で支配する状況にはなく、用途に応じた使い分けが不可欠
である。 

7. 総括と知財戦略上の示唆 

GPT-5.4の最大の意義は、個別のベンチマーク数値ではなく、推論・コーディング・PC操
作の能力統合にある。専門モデル間のルーティングが不要となり、エージェント型 AIワー
クフローの構築が格段に容易になった。日本の Qiitaコミュニティの分析が示唆するよう
に、「コードを書くだけなら GPT-5.3-Codexで十分——GPT-5.4の価値は、PC操作・ツ
ールオーケストレーション・推論が収斂するエージェント型ワークフローにある」[26]。 

知財戦略の観点からは、以下の点に注目すべきである。第一に、GPT-5.4のネイティブ PC
操作は特許調査・分析業務の自動化に直結する可能性を持つ。第二に、プロフェッショナル
知識業務の 83%で人間と同等以上の性能は、IP部門における人間と AIの役割再定義を促
す。第三に、3社間のフロンティア競争の激化は、各モデルの強みに応じたマルチモデル戦
略の構築を企業に迫る。ただし、105万トークンの実効性問題や信頼性への懸念（嘘・プロ
ンプト漏洩・不要機能追加）は、業務適用にあたって慎重なプロンプト設計と出力検証が引
き続き必要であることを示している。 
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